
第45回大会〕

I Fa- 5 睡眠li境に関する研究

　　　　横浜国大教育　○増田　順子　　横浜国大工学　川島　美勝

　目的：人にとって健康を維持するために睡眠は不可欠である。そこで、より快適な睡m

環境を得るための基礎資料として、寝室内環境および寝床気候の温・湿度について調査を

行ったので報告する。

　方法：調査対象は1992年夏期に神奈川県で1、1992年秋斯、1993年冬期に神奈川県４、

長野県ｉ、栃木県１の６家庭において、寝室内、寝床内の温湿度測定を７日間行った。寝

室は温度測定用のグロ―ブセットを用い、床上1 2 0 cmの乾湿球温、グロ―ブ温度、床上

] Ocmの４点と天井面、天井下1 Ocm、床上2 0 0cm、1 6 Ocm、8 Ocm、4 OCB、床面

の７点の垂直温度分布を５分インターバルで測定した。寝具内温度分布は人体と直接接し

ていない面は布団の中心線の中心点および上下4 0 cm離れたところ２点計３点とし、人体

に接触している下面では中心線を平行に左右2 5 cm離れた線上に中心線と同様３点ずつ合

計９計測点とした。また被験者の生理反応として体温及び皮膚温（手背温、足背温、腹部、

背部、大腿部、上腕部）の７点を３日間３分インターバルのサーカディアンリズムを測定

した。

　kX:1X3:1.体温は睡眠中に最低値を示し、活動時に比し１～i. 2"C低い。 2.秋期及び冬

斯の睡眠中の皮膚温の各部位は3 4～３ 6. 5'Cを示し、夏期に比レごその範囲は狭い。

3.睡眠中の寝床以内温は個人差もあるが、部位によって1 Oで前後の差が認められた。
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寝衣の相違が睡眠に及ぼす影響について（第2報）

安田女子短大　　　楠　幹江

＜目的＞寝衣の代表的な形であるパジャマとネグリジX が、睡眠効果に対してどのような

相違を与えているのか、睡眠中の体勣を指標として検討しているが、本報では、体動静止

持続時間（静止時間）を取り上げて、両者の差異を考察した。

＜方法＞第1 報（昨年度本学会）で得た睡眠実験のデータを使用し、静止時間変動を再考

した、すなわち、静止時間の分布、平均静止時間、最大静止時間、最大静止時間までの所

要時間、最大静止時間の時刻などを各寝衣毎に検討した. (被験者; 4名･の女子学生　実

験日; I期　1991.11.11～1991.11.29、II期　1991.11.29～1391.12.18　実験方法; 2 X

２ラテン方格法　体助記録法；体動自動記録装置による、上半身、下半身それぞれの体動

記録　実験場所；大学女子寮）

＜結果＞1 . 1 0分以内の静止時間の出現率は、上半身下半身共パジャマよりネグリジヱ

の方が高い. (例：Ｉ期の場合　上半身　パジャマ　31.1±21.5％,ネグリジェ　38. 7±

18.7％,下半身　パジャマ　46. 2±15.4％,ネグリジェ　55. 5±12.2％となっている。）

2 .平均静止時間a.ネグ<lジェよりパジャマの方が長い. (例：Ｉ期の場合　上半身

パジャマ　53.17±15.03分、ネグリジェ　31.37±12.22分、下半身　パジャマ　25.04±

11.75分、ネグリジェ　22.67±14.53分となっている. ）3 .最大静止時間は、ネグリジェ

よりパジャマの方が長い。（例：Ｉ期の場合　上半身　パジャマ　141. 06± 46.91分、ネグ

リジェ　105.37±36.51分、下半身　パジャマ　109.34±47.63分、ネグリジェ　98.71±46.

12分となっている. )
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